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回In

NPO 法 人周南さわやか会

は、 就労継続支援B型事業、

障がい児／者の相談支援事業

を行っている団体です。 また

精神障がいの理解を深める活

動やこころの健暖・ メンタル

ヘルスに関する啓発事業など

も展開しています。

2006年にはNPO法人格を取

得され、 現在は20名ほどの

会員で運営しています。 今回

は代表の末田さんにお話を伺

いました。

嗣

普段の活動について教えてください！
e---_ 

就労継続支援B型事業「さわやか工房」と相談支援センター

「拓未」の運営を行っている1まか、 精神疾患に関する講演会やメ
ンタルヘルス講座の開催、 他団体の事業に後援として参加してい
ます。 過去の講座では、 ラフター ヨガ（笑いヨガ） やWRAP（元気
回復行勤プラン）など、 一般の人でも使える、 こころの健康メン
タルヘルスの啓発促進を行ってきました。

相談支援もされているとのことですが、
話を間くときに意識されていることは何ですか？

相手を分かろうとする姿勢が大事だと考えています。 相談する
ことのハ ー ドルはとても高く、 怖いものです。 「こんなこと言っ
て、 どう思われるだろうか」「恥すかしくて本当は言いたくな
い ，・」などの思いで来られるからこそ、 相談してよかったと思っ
ていただけるよう意識しています。

また、 専門性を持って聞くことで、 根底に浣る問題を整理し、
その課題を今後どう解決するのか、 共に考えることが大切だと考
えています。

"NPO法人周南さわやか会”の強みは何ですか？

フットワ ークの軽さです。 私自身、 昔から「無いものは作ればいい」と
いう考えで勁いてきました。 また、 横の繋がりを強化し、 様々な分野の団
体や市民と協働し一緒にやってきました。 しかしそれをやろうと思った
時、 法人理念や目的がしっかりしてないと‘‘自分たちは何のためにやってい
るのか“ がブレてしまいます。 活棚を先細りにさせないためにも、 この部分
は全異の中で共通認識として持っていきたいと考えています。

活動する上での目標・大事にされていることは何ですか？

相談のハ ー ドルが下がり、 精神疾患への偏見がなくなるといいなと思います。 認知症など毛そうであるように、 地域
住民の方々が知っていれば、 理解しようとしたり、 サポートできるやさしい街になります。 そのために毛、 実際に地域
へ出て、 普及啓発していきたいと考えています。

また、 地域には生きづらさを感じたり、 抱えている人がいます。 問題は1句なのか、 どうすればよい方向に行くのかな
ど一緒に考えるために、 ますは話を聞く・聞いてもらえる環燐づくりがとても大事だと思います。

こころの病気は誰しも起こり得るものです。 こころの健康・メンタルヘルスにつ
いて、 自分や身近な人のことで誰かに話したくなった時、"NPO法人周南さわや
か会’'がこういう活動をしている、 と思い出してもらえたら嬉しいです。
そして、 私たちの活動に賛同していただける会員も募集していますので、
の健康やメンタルヘルスに興味のある方はぜひお声がけください。

三
「-----l
I\ ロッカ ー が利用できるようになりました

▲こころの健頑

この度、 A4サイズが収納可能な団体専用ボックスに加え、 A3サイズが収納可能なロ
ッカ ー も利用できるようになりました。 交流スペー ス横に設置しており、 無料で利用可
能です。 こ利用を希望される団体は、 お気軽にお商合わせください戸

※グループハンク登録団体のみこ‘利用いただけます

メンタルヘルス講演会

こころ
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忙竺ン、

�\ CanYia
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講座を開催しました

2月28日・3月7日、 講師に藤澤佐和子氏をお招きし、 「無料ツ ー ルでデザ
インカupI Canva講座」を開催しました。 5月に同様の講座を実施した際こ‘

好評の声を多数いただまましたので、 令和6年度2回目の開催となりました。
参加者の方からは「気になっていたことを間1す

てスッキリしました 1 」「知らない機能を知るこ
とが出来て大変勉強になりました。 」といった声
をいただき、 旨さんの活動にお役に立てるような
講座になったのではと思います。

32団体が参加！

市民活動パネル展

ゞと

”

 
今年毛、 2月15日～3月16日の約1ヶ月間、

徳山駅にて市民活軌パネル展を実施しました。
展示物は、 参加してくださった団体の皆さんが
それぞれ作成された想いの詰まった作品です。

展示物を通して、 気になる活動や団体を見つ
けたり、 市民活動に興昧を持っていただけたら
嬉しいです。

地域の魅力と出逢い、 つながる市

しゅうなん地域マ ー ケッド＇ 冬 ＂

寒波が続いた2月ですが、 この日は比較的過ご
しやすい気候での開催となり、 多くのお客様に
来場いただくことができました。
令和6年度は、 ‘‘春，夏，秋，冬“に加え、 年未（こ
ば‘歳未 ‘‘も開催I季節によって出逢えるお店や
商品が異なり、 その時々で楽しんでいただける
マ ー ケットになったのではと思います。

今年度も、 地域の魅力を知ってい
ただける場となるよう取り組んでい
きます。

． 

知る！つながる！ ＼ミヽ
しゅうなん市民活動フェスタ ‘/

市民活動団体の取り組みを紹介する「知る！
つながる！しゅうなん市民活動フェスタ・ 三
二」を開催しました。 今回は、 過去に「登録団
体紹介ブー ス」にこ協力いただいた、 NPO法人
ケダマの会、 周南 ちるちあネット、 熊毛なんで
も倶楽部の皆さんが参加くださり、 缶ハッジ作
りのワ ークショップやグッズ販売、 写真展、 フ
ー ドドライフなどを行いました。

当日は、 幅広い年代の方々が足をとめてくだ
さり、 展示を見たり団体スタッフと活動につい
て言葉を交わされる姿もみられ、 それぞれの活
勁を知っていただく機会になったのではと思い
ます。

/ センタ ー で1さ

＜匹｀きクイズラ ＇J ー を

実施しました◎
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「拓未」の運営を行っている1まか、 精神疾患に関する講演会やメ
ンタルヘルス講座の開催、 他団体の事業に後援として参加してい
ます。 過去の講座では、 ラフター ヨガ（笑いヨガ） やWRAP（元気
回復行勤プラン）など、 一般の人でも使える、 こころの健康メン
タルヘルスの啓発促進を行ってきました。

相談支援もされているとのことですが、
話を間くときに意識されていることは何ですか？

相手を分かろうとする姿勢が大事だと考えています。 相談する
ことのハ ー ドルはとても高く、 怖いものです。 「こんなこと言っ
て、 どう思われるだろうか」「恥すかしくて本当は言いたくな
い ，・」などの思いで来られるからこそ、 相談してよかったと思っ
ていただけるよう意識しています。

また、 専門性を持って聞くことで、 根底に浣る問題を整理し、
その課題を今後どう解決するのか、 共に考えることが大切だと考
えています。

"NPO法人周南さわやか会”の強みは何ですか？

フットワ ークの軽さです。 私自身、 昔から「無いものは作ればいい」と
いう考えで勁いてきました。 また、 横の繋がりを強化し、 様々な分野の団
体や市民と協働し一緒にやってきました。 しかしそれをやろうと思った
時、 法人理念や目的がしっかりしてないと‘‘自分たちは何のためにやってい
るのか“ がブレてしまいます。 活棚を先細りにさせないためにも、 この部分
は全異の中で共通認識として持っていきたいと考えています。

活動する上での目標・大事にされていることは何ですか？

相談のハ ー ドルが下がり、 精神疾患への偏見がなくなるといいなと思います。 認知症など毛そうであるように、 地域
住民の方々が知っていれば、 理解しようとしたり、 サポートできるやさしい街になります。 そのために毛、 実際に地域
へ出て、 普及啓発していきたいと考えています。

また、 地域には生きづらさを感じたり、 抱えている人がいます。 問題は1句なのか、 どうすればよい方向に行くのかな
ど一緒に考えるために、 ますは話を聞く・聞いてもらえる環燐づくりがとても大事だと思います。

こころの病気は誰しも起こり得るものです。 こころの健康・メンタルヘルスにつ
いて、 自分や身近な人のことで誰かに話したくなった時、"NPO法人周南さわや
か会’'がこういう活動をしている、 と思い出してもらえたら嬉しいです。
そして、 私たちの活動に賛同していただける会員も募集していますので、
の健康やメンタルヘルスに興味のある方はぜひお声がけください。

三
「-----l
I\ ロッカ ー が利用できるようになりました

▲こころの健頑

この度、 A4サイズが収納可能な団体専用ボックスに加え、 A3サイズが収納可能なロ
ッカ ー も利用できるようになりました。 交流スペー ス横に設置しており、 無料で利用可
能です。 こ利用を希望される団体は、 お気軽にお商合わせください戸

※グループハンク登録団体のみこ‘利用いただけます

メンタルヘルス講演会

こころ
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講座を開催しました

2月28日・3月7日、 講師に藤澤佐和子氏をお招きし、 「無料ツ ー ルでデザ
インカupI Canva講座」を開催しました。 5月に同様の講座を実施した際こ‘

好評の声を多数いただまましたので、 令和6年度2回目の開催となりました。
参加者の方からは「気になっていたことを間1す

てスッキリしました 1 」「知らない機能を知るこ
とが出来て大変勉強になりました。 」といった声
をいただき、 旨さんの活動にお役に立てるような
講座になったのではと思います。

32団体が参加！

市民活動パネル展

ゞと

”

 
今年毛、 2月15日～3月16日の約1ヶ月間、

徳山駅にて市民活軌パネル展を実施しました。
展示物は、 参加してくださった団体の皆さんが
それぞれ作成された想いの詰まった作品です。

展示物を通して、 気になる活動や団体を見つ
けたり、 市民活動に興昧を持っていただけたら
嬉しいです。

地域の魅力と出逢い、 つながる市

しゅうなん地域マ ー ケッド＇ 冬 ＂

寒波が続いた2月ですが、 この日は比較的過ご
しやすい気候での開催となり、 多くのお客様に
来場いただくことができました。
令和6年度は、 ‘‘春，夏，秋，冬“に加え、 年未（こ
ば‘歳未 ‘‘も開催I季節によって出逢えるお店や
商品が異なり、 その時々で楽しんでいただける
マ ー ケットになったのではと思います。

今年度も、 地域の魅力を知ってい
ただける場となるよう取り組んでい
きます。

． 

知る！つながる！ ＼ミヽ
しゅうなん市民活動フェスタ ‘/

市民活動団体の取り組みを紹介する「知る！
つながる！しゅうなん市民活動フェスタ・ 三
二」を開催しました。 今回は、 過去に「登録団
体紹介ブー ス」にこ協力いただいた、 NPO法人
ケダマの会、 周南 ちるちあネット、 熊毛なんで
も倶楽部の皆さんが参加くださり、 缶ハッジ作
りのワ ークショップやグッズ販売、 写真展、 フ
ー ドドライフなどを行いました。

当日は、 幅広い年代の方々が足をとめてくだ
さり、 展示を見たり団体スタッフと活動につい
て言葉を交わされる姿もみられ、 それぞれの活
勁を知っていただく機会になったのではと思い
ます。

/ センタ ー で1さ

＜匹｀きクイズラ ＇J ー を

実施しました◎
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